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歴
史
や
伝
統
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

伊
豆
の
国
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
が

問 

都
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● 

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
と
は

　

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
と
は
、
平
成

20
年
11
月
に
施
行
さ
れ
た
「
地
域
に
お
け
る

歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法

律
（
通
称
：
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
）」
に
基

づ
き
市
町
村
が
策
定
す
る
計
画
で
、
国
の
認

定
を
得
る
こ
と
で
、
法
律
上
の
特
例
や
各
種

事
業
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

歴
史
的
風
致
／
地
域
に
お
け
る
そ
の
固
有

の
歴
史
及
び
伝
統
を
反
映
し
た
人
々
の
活

動
と
そ
の
活
動
が
行
わ
れ
る
歴
史
上
価
値

の
高
い
建
造
物
及
び
そ
の
周
辺
の
市
街
地

と
が
一
体
と
な
っ
て
形
成
し
て
き
た
良
好

な
市
街
地
の
環
境（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法

第
１
条
）

７
月
11
日
、
伊
豆
の
国
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
が
国（
文

部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
）の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
現
在
、
全
国
で
68
市
町
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
静
岡
県

内
で
は
、
三
島
市
、
掛
川
市
に
次
い
で
３
番
目
の
認
定
に
な
り
ま
す
。

● 
計
画
策
定
の
背
景

　

近
年
で
は
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
歴

史
的
価
値
の
あ
る
建
造
物
な
ど
に
多
額
の
維

持
管
理
費
や
労
力
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
担

い
手
不
足
に
よ
る
地
域
の
伝
統
的
な
祭
事
の

衰
退
な
ど
、
地
域
の
歴
史
的
風
致
を
損
な
う

事
態
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
有
形
・
無
形
文
化
財
が
数
多

く
存
在
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
市
で
は
、
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

● 

日
本
の
歴
史
の
転
換
期
に

か
か
わ
っ
た
地
域

　

市
は
、
全
国
と
の
関
わ
り
の
強
い
歴
史
を

豊
富
に
持
つ
地
域
で
す
。
そ
の
遺
産
が
市
内

に
幾
重
に
も
重
な
る
形
で
残
さ
れ
て
お
り
、

現
代
に
お
け
る
歴
史
文
化
資
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
の
決
定
を
受
け
た
韮
山
反

射
炉
を
は
じ
め
、
古
く
か
ら
歴
史
や
伝
統
を

反
映
し
た
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
た
地
域
固

有
の
街
並
み
や
歴
史
的
建
造
物
、
受
け
継
が

れ
る
伝
統
的
な
祭
事
な
ど
は
、
そ
の
重
層
的

な
歴
史
を
物
語
っ
て
お
り
、
情
緒
や
風
情
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
歴
史
的
環
境
を
形
成

し
て
い
ま
す
。

●
計
画
に
位
置
付
け
る
歴
史
的
風
致

　

計
画
に
位
置
づ
け
る
歴
史
的
風
致
と
は
、

50
年
以
上
前
か
ら
地
域
固
有
の
歴
史
・
文
化

を
反
映
し
た
伝
統
的
な
行
事
や
、
そ
の
営
み

が
行
わ
れ
る
歴
史
的
価
値
の
高
い
建
造
物

や
、
周
辺
の
街
並
み
が
一
体
と
な
っ
て
形
成

し
て
き
た
歴
史
的
環
境
を
い
い
ま
す
。

計
画
に
位
置
づ
け
る

維
持
及
び
向
上
す
べ
き

６
つ
の
歴
史
的
風
致

① 

韮
山
代
官
江
川
英
龍
ゆ
か

り
の
江
川
邸
・
韮
山
反
射

炉
界
隈
の
営
み
に
み
る
歴

史
的
風
致

② 

狩
野
川
を
め
ぐ
る
祭
と
信
仰

に
み
る
歴
史
的
風
致

③ 

北
条
の
里
と
旧
下
田
街
道
に

み
る
歴
史
的
風
致

④ 

伊
豆
長
岡
温
泉
に
み
る
歴
史

的
風
致

⑤ 

国
清
寺
・
毘
沙
門
堂
と
奈
古

谷
地
区
に
み
る
歴
史
的
風
致

⑥ 

韮
山
・
大
仁
地
域
の
神
社
の

祭
礼
と
三
番
叟
に
み
る
歴
史

的
風
致

※ 

詳
し
く
は
、
市
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

韮山反射炉

○江川邸（重要文化財江川家住宅）
　伝統行事「具

ぐ

足
そく

開
びら

き」「御
お

会
え

式
しき

」
○韮山反射炉（史跡・世界文化遺産）」
　江川英龍が鉄製大砲鋳造のため築造。

　　　　　　　 　江川邸・韮山反射炉
界隈には、江川家ゆか
りの神社・寺院が複数
存在し、祭礼などが続
けられている。

○民俗芸能「三
さ ん ば そ う

番叟」
　 原木「荒木神社」、寺家「守山八幡宮」、
田京「広瀬神社」、三福「熊野神社」、
大仁「大仁神社」
○秋の例大祭
　三番叟、神

み こ し

輿、山
だ

車
し

の巡
じゅんこう

行

認定証の交付式（国土交通省） 交付を受けた認定証

○北条の里
　 鎌倉幕府の執権・北条氏の
本拠地
○旧下田街道
　当時の重要な交通路
○願成就院
　 国宝「運慶作諸仏」、不動の
日祈祷祭（毎月 28 日夕刻）
○伝統行事
　守山八幡宮「例大祭」
　眞珠院「八重姫供養祭」

願成就院「不動の日祈祷祭」

③ ①

⑤

▲毘沙門堂
　・仁王門

○臨済宗の古刹「国清寺・毘沙門堂」
　「だるま市（毎年 1月 3日）」
○地元女性たちによる観

か ん

音
の ん

講
こ う

　奈古谷集落内「観音堂」で開催
　（毎月 17 日夜）

かわかんじょう

○狩野川
　 豊かな恩恵「農業用水」
「漁場」
　水害
○ 水難者を慰霊する営み
　かわかんじょう
　各地で行う慰霊祭

②

◀芸者衆

④

▲毘沙門堂

⑥

▲守山八幡宮三番叟 ▲広瀬神社式三番

▲源氏あやめ祭
　「あやめ御前供養祭」

○芸妓文化の継承
　伊豆長岡見番
○源氏あやめ祭
　 あやめ御前が古奈地区出身であるという伝
承にちなんだ 80 年以上の歴史がある祭り。


